
1 

卒業生アンケート、企業評価アンケートの実施結果について 

１．目的 

   学生の卒業後の状況から、ディプロマ・ポリシーに照らして、教育成果を検証する。卒業生の資質・能力の状況に関

するアンケート調査を実施し、調査結果等を教育活動の改善に反映させる。 

２．実施概要 

卒業生アンケート 企業評価アンケート 

調査対象 
2019年度（2020年 3月）学部卒業生および

大学院修了生≪入社 3年目≫ 
学内合同企業説明会参加企業 

調査内容★ 

① 現在の仕事において重要だと思う項目を５

つ選択

② 入社時点での自身の資質・能力の水準（自

己評価）

③ 現時点での自身の資質・能力の水準（自己

評価）

① 大学新卒者（学士）の採用にあたって重視

する項目を 3つ選択

② 本学の卒業生が在職している場合、入社

時点での資質・能力の印象（水準）

③ 大学院新卒者（修士）の採用にあたって重

視する項目を 3つ選択

④ 本学の大学院修了生が在職している場

合、入社時点での資質・能力の印象（水準）

調査方法 メール（Google フォーム） メール（Google フォーム）

調査期間 2022年 12月 2日～12月 13日 2022年 11月 2日～11月 25日 

回答率 5.3％（44人／836人） 43.8％（35社／80社） 

★学生アンケート（学部 3 年次、学部卒業時）で確認している学部ディプロマ・ポリシー達成度に準じた設問（資質・能力）15 項目につ

いて、項目の重要度と卒業生の水準を問う。

対人能力 

関係構築力 異なる立場や意見の相手でも相手を尊重し、人間関係を築くことができる 

協働力 
他者と状況を共有し、自己や他者の役割を理解しながら、足りないところを補完し、協力して

物事を進められる 

調整力 異なる意見を調整し、交渉・説得をして合意を形成することができる 

対自己能力 

自己制御力 ストレスに対して、自己に合った処理方法を知り、対処することができる

自己効力感 他者と自己の違いを認め、自己の強みを認識することができる 

主体性・持続力 自己の意思や判断において自ら進んで行動することができる 

対課題能力 

問題発見力 様々な角度から問題を分析し、問題の本質を見抜き、原因を明らかにすることができる 

計画立案力 ゴールイメージを明確にし目標を立て、その実現に向けたシナリオを描くことができる 

実践力 社会的な課題の解決に向けて、自ら行動にとりかかり、実行に移すことができる 

専門基礎力 専門分野の基礎知識・技術を体系的に理解している 

高度な専門性 専攻における高度な専門性と隣接する知識を総合して理解している 

リベラルアーツ
技術者（専門人材）に求められる幅広い教養（人文社会科学や自然科学など）やスキル（情報

技術など）を身につけている 

データリテラシー データを読み、分析・解釈し、その知見をデータに基づいて説明することができる 

英語力 技術者（専門人材）に求められる英語力を身につけている 

生涯学習力 専門分野について、生涯にわたり、主体的に学び続ける意欲がある 

社会的責任・倫理観 
地球的な視野に立ち、持続的な社会の維持・発展に向けた技術者（専門人材）としての使命

観や倫理観を備えている 
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卒業生アンケート 概況 
 

回収状況 
回収数（44人）が少ないため、学科・研究科ごとの集計は行わない。 

 回答数  回答数 

【学部】都市デザイン工学科 2 【学部】コンピュータ科学科 5 

【学部】建築学科 3 【学部】情報システム学科 4 

【学部】機械工学科 3 【学部】情報メディア学科 3 

【学部】電気電子システム工学科 1 【学部】情報ネットワーク学科 5 

【学部】電子情報通信工学科 1 【学部】知的財産学科 3 

【学部】応用化学科 2 【大学院】工学研究科 2 

【学部】環境工学科 0 【大学院】ロボティクス&デザイン工学研究科 1 

【学部】生命工学科 2 【大学院】情報科学研究科 2 

【学部】ロボット工学科 1 【大学院】知的財産研究科 0 

【学部】空間デザイン学科 4  44 

 

（参考）回答者の業種 

 
  

①農林漁業, 1

③建設業, 6

④製造業, 12

⑥情報通信業, 14

⑦運輸業、郵便業, 2

⑧卸売業、⼩売業, 1

⑪学術研究、専⾨・技術サー

ビス業, 3

⑬⽣活関連サービス業、娯

楽業, 1

⑭教育、学習⽀援業, 2

⑯公務（ほかに分類されな

いもの）, 2
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学部３年時アンケート（2018年度秋に実施）とも比較した。 

 

対自己能力＜自己制御力・自己効力感・持続力＞ 
⚫ 「学部 3年時」は学生の立場でその時点での自己評価をしているが、「入社時（社会人 1年目）」は社会人の立場で

過去を振り返って自己評価をしていることから、回答の分布は大きく異なり、評価は低い。 

⚫ 「現在（社会人 3 年目）」では、勤務先での経験等により、順調に成長している姿がうかがえる。 

 
 

 
⚫ 『高度な専門性』は、入社時（社会人 1年目）の自己評価が低い。他大学出身者と交わる中で厳しく相対評価してい

る状況がうかがえる。 
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対自己能力＜自己制御力・自己効力感・主体性・持続力＞

⑤ ④ ③ ② ①

⑤とても身についている

④身についている

③どちらかと言えば身についている

②どちらかと言えば身についていない

①身についていない

⑤とても身についていた

④身についていた

③どちらでもない

②身についていなかった

①全く身についていなかった

⑤とても身についている

④身についている

③どちらでもない

②身についていない

①全く身についていない
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高度な専門性

⑤ ④ ③ ② ①

⑤とても身についている

④身についている

③どちらかと言えば身についている

②どちらかと言えば身についていない

①身についていない

⑤とても身についていた

④身についていた

③どちらでもない

②身についていなかった

①全く身についていなかった

⑤とても身についている

④身についている

③どちらでもない

②身についていない

①全く身についていない
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⚫ 『対課題能力』、『専門基礎力』、『社会的責任・倫理観』の伸び幅が大きい。 
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対課題能力＜問題発見力・計画立案力・実践力＞

⑤ ④ ③ ② ①

⑤とても身についている

④身についている

③どちらかと言えば身についている

②どちらかと言えば身についていない

①身についていない

⑤とても身についていた

④身についていた

③どちらでもない

②身についていなかった

①全く身についていなかった

⑤とても身についている

④身についている

③どちらでもない

②身についていない

①全く身についていない
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専門基礎力

⑤ ④ ③ ② ①

⑤とても身についている

④身についている

③どちらかと言えば身についている

②どちらかと言えば身についていない

①身についていない

⑤とても身についていた

④身についていた

③どちらでもない

②身についていなかった

①全く身についていなかった

⑤とても身についている

④身についている

③どちらでもない

②身についていない

①全く身についていない
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⚫ 『英語力』の「とても身についた」「身についた」という評価は入社時（社会人 1年目）→現在（社会人 3年目）とほと

んど変わらない。 
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社会的責任・倫理観

⑤ ④ ③ ② ①

⑤とても身についている

④身についている

③どちらかと言えば身についている

②どちらかと言えば身についていない

①身についていない

⑤とても身についていた

④身についていた

③どちらでもない

②身についていなかった

①全く身についていなかった

⑤とても身についている

④身についている

③どちらでもない

②身についていない

①全く身についていない
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英語力

⑤ ④ ③ ② ①

⑤とても身についている

④身についている

③どちらかと言えば身についている

②どちらかと言えば身についていない

①身についていない

⑤とても身についていた

④身についていた

③どちらでもない

②身についていなかった

①全く身についていなかった

⑤とても身についている

④身についている

③どちらでもない

②身についていない

①全く身についていない
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企業評価アンケート 概況 
 
回答数が少ない（35社／80社）ため、業種ごとの集計は行わない。 

 

（参考）回答をいただいた企業の業種 

 
 

 

新卒採用時の重視項目 

 
⚫ 新卒採用にあたって重視する項目は、対人能力＞対自己能力≒対課題能力＞生涯学習力＞社会的責任・倫理観

の順で、2021年度の調査と同じ。 

⚫ 『専門知識・技術』以外は、学部卒／院修了で重視度に差は見られない。 

⚫ 『英語力』を重視すると回答した企業はゼロ。 
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本学卒業（修了）生の資質・能力 
◼ 学部卒業時アンケートとも比較した。 

◼ 企業の評価（文字色：赤）は下表のとおり。 

◼ 採用時の重視度に差がある『専門知識・技術』のみ、学部卒と院修了で区分した。 

 

 
⚫ 概ね、 企業評価＞入社 3年目＞学部 3年次＞社会人 1年目 となっている。 

⚫ 高評価（4.3以上）だったのは、【①関係構築力】【②協働力】【⑩専門基礎力（院修了）】。 

⚫ 低評価（3.9以下）だったのは、【⑦問題発見力】【⑪高度な専門性（学部卒）】【⑫リベラルアーツ】【⑬データサイエン

ス】【⑭英語力】。 

⚫ 低評価のうち、【⑫リベラルアーツ】【⑬データサイエンス】【⑭英語力】は、前述のとおり、新卒採用時の重視項目とは

なっていない。 

⚫ 「高度な専門性」を身につけているかどうかは、学部卒にはあまり期待していないのではないかと思われる。 
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卒業生の自己評価（学部3年時・社会人1年目・社会人3年目）と企業の評価＜平均値＞

学部3年時の自己評価（平均値） 社会人1年目の自己評価（平均値）

社会人3年目の自己評価（平均値） 企業の評価（平均値）


